
令和５年度第１回国立大学法人埼玉大学経営協議会議事要録

日 時 令和５年６月２９日（木）１３：３０～１５：１８

場 所 事務局第一会議室及び Microsoft Teams併用

出席者 [会議室] 坂井学長、黒川理事、柳澤理事、松田理事、市川理事、中村理事、

利根委員、萩原委員、平本委員、真下委員

[Teams] 山名委員

欠席者 佐々木委員、砂川委員、吉田委員

陪席者 [会議室] 山中監事、齋藤監事、川又副学長

[Teams] 市橋副学長、田代副学長、川合副学長、木﨑副学長、伊藤副学長、

井口人文社会科学研究科長、野中教養学部長、井原経済学部長、

堀田教育学部長、石井理工学研究科長、長澤理学部長、重原工学部長

○ 坂井学長から、佐々木委員、砂川委員及び吉田委員が本会議を欠席する旨報告があっ

た。

○ 令和４年度第５回議事要録の確認について（資料１）

令和４年度第５回国立大学法人埼玉大学経営協議会議事要録（案）の確認が行われ、

承認された。

※各事項における意見等は次のとおり（☆学外委員、△学内委員等）

○ 審議事項

１ 学長選考・監察会議委員の選出について

学長から、資料２に基づき、学長選考・監察会議の概要及び委員の選出について説

明があり、審議の結果、学長選考・監察会議委員として、新規に萩原委員を選出する

こと、また、選出母体である経営協議会があらかじめ指名する優先は、一位真下委員、

二位吉田委員、三位砂川委員とすることが承認された。

２ 国立大学法人埼玉大学役員退職手当規則及び埼玉大学における役員退職手当の業務

勘案率の基準についての一部改正について

松田理事から、資料３に基づき、文部科学省国立大学法人評価委員会が行っていた

各事業年度に係る業務の実績等に関する評価（年度評価）が廃止されたことに伴い、

所要の改正を行う旨説明があり、審議の結果、承認された。

☆ これまで文部科学省が行っていた評価を学長評価とみなしていたところ、今後は、

学長が直接評価をすることに改正したいということか。

△ 従前は、文部科学省からの業務評価に加え、本学で行う学長評価も勘案していた



が、文部科学省からの評価が廃止されるため、学長評価のみが残ることとなる。

☆ そうすると、学長の評価も学長自身が行うこととなるのか。

△ 学長の評価を行う場合には、次期学長による評価を受けることとなる。

３ 令和４事業年度決算について

松田理事から、資料４に基づき、令和４事業年度決算の概要について説明があり、

審議の結果、承認された。

☆ 国立大学法人会計基準の改正に伴い、資産見返負債が収益化され、実際には現金の

裏付けのないものではあるが、外部からは利益が上がっているように見えるので、対

外的にどう説明するかを考えておかなければならない。

△ 他の国立大学法人においても同様の課題を持っているので、情報を得ながら適切

に対応していきたい。

☆ 現金の裏付けのない利益が上がっているように見える件については、貸借対照表

を示して説明すれば、理解が得られるように思う。また、一点確認したいこととして、

業務費対人件費比率が令和３年度から令和４年度にかけて減少しているが、これは

長期的な計画によるものなのか。

△ この要因である常勤教員数及び事務職員数の減少については、定員削減計画に基

づくものである。一方で、退職手当が減少したことについては、退職者数によるため、

今後も増減はあり得る。

☆ 全体から見て、人件費比率は大きいものであるから、今後計画を進めていき、業務

費のバランスをより良くしてもらいたい。

４ 令和６年度概算要求について

松田理事から、資料５に基づき、令和６年度概算要求における教育研究組織改革

分、共通政策課題分及び施設整備事業の概要について説明があり、審議の結果、承認

された。

○ 報告事項

１ 外部資金の受入状況について

黒川理事から、資料６に基づき、令和４年度における受託研究、共同研究及び奨学

寄附金の受入状況と、令和５年度科研費の採択状況について説明があった。

２ 令和４事業年度長期借入金償還状況について

松田理事から、資料７に基づき、令和４事業年度における長期借入金償還状況につ

いて説明があった。



３ 第３期中期目標期間に係る業務の実績に関する評価結果について

川又副学長から、資料８に基づき、第３期中期目標期間に係る業務の実績に関する

評価結果について報告があった。

４ 第４期中期目標・中期計画における意欲的な評価指標について

川又副学長から、資料９に基づき、意欲的な評価指標の考え方及び本学が指定を受

けた意欲的な評価指標について説明があった。

○ その他

１ 資産の有効活用について

松田理事から、資産の有効活用を目的として、大久保地区の未利用地、秩父山寮、

軽井沢荘及び教職員宿舎（別所・常盤・太田窪）について、サウンディング型市場調

査を実施した旨報告があった。

２ 次回日程（令和５年９月１４日（木））

学長から、次回日程の開催時刻については、改めて各委員のご都合を伺いたい旨の

連絡があった。

以上


